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1 計画策定の背景・目的

このような背景を踏まえて、次の時代に向けた観光振興の「さらなるステップアップ」を図るともに

「交流人口を拡大させ、地域経済の活性化に繋げる」ために、本計画を策定します。

1-2 計画策定の目的

富士市では、平成１６年３月に策定した「富士市観光交流まちづくり計画」において、本市特有の素材を

活かした観光施策を推進し、平成２７年４月に、その内容を継承した観光全般に関する計画として、「富

士市観光基本計画」（以下、前計画）を策定しました。 前計画では、基本コンセプトとして「世界遺産『富

士山』を最大限活用した観光振興」を掲げ、将来目標を設定し、この約10年間、様々な施策を展開してき

ました。

この間、外国人観光客の急増やソーシャルメディアを活用した情報発信の普及、多様性や持続可能性

といった新しい概念の登場など、本市を取り巻く環境は日々刻々と変化してきました。

また、「新型コロナウイルス感染症の拡大」「国際的な情勢不安」「気候変動」といった世界的な危機は、

市民生活だけでなく社会・経済などあらゆる分野に甚大な影響を与え、人々の生活スタイルや意識にも

変化をもたらしました。

現在は旅行需要が回復し、本市にも多くの観光客が戻ってきましたが、観光産業を取り巻く状況は、デ

ジタル化や多様性、持続可能性への対応など、取り組むべき課題が山積しています。

このような状況の中、本市の観光を活性化させるためには、市民・事業者・行政が一体となって、同じ

方向に向かって進んでいくことが重要です。

さらに、観光消費が多くの産業や市民生活に密接に関わっていることを皆で共有し、幅広い事業者や

市民の協力を得ながら、観光振興に取り組む必要があります。

1-1 計画策定の背景

○第２次 富士市観光基本計画とは…

自然資源、歴史・文化資源、各種産業（製紙業など）を、観光資源として活用することで、交流人口を

拡大させ、地域経済の活性化に繋げるための「青写真」として、本計画を策定します。

また、「第六次富士市総合計画」の…

基本目標6

  政策分野➊観光 に掲げる「将来のまちの姿」は…

「富士山」の魅力が最大限に活用され観光交流が進むまち を目指すこととしています。

本計画は、この「将来のまちの姿」を目指し、様々な施策（取組）とSDGsを一体的に推進していきます。

5

「第2次富士市観光基本計画」は、市の最上位計画である「第六次富士市総合計画（2022－2031）～
富士山とともに輝く未来を拓くまちふじ～」に即した計画になります。

また、国・静岡県の観光計画と整合を図るとともに、他分野（都市づくり、スポーツ、文化財など）の個
別計画と連携して施策（取組）を展開します。

第六次 富士市総合計画 2022～2031
～ 富士山とともに輝く未来を拓くまち ふじ ～

市の最上位計画

図 第２次 富士市観光基本計画と他計画との関係

《国》
観光立国推進基本計画
（令和5年3月閣議決定）

《静岡県》
静岡県観光基本計画
（令和4年3月発行）

第２次
富士市観光基本計画

2025～2031

【他分野の個別計画】

・富士市都市計画マスタープラン

・富士市スポーツ推進計画

・富士市文化財保存活用地域計画

・富士市自転車活用推進計画など

整
合

整
合

整
合

連
携

図 富士市観光基本計画とSDGsの関連性

働きがいも 経済成長も

つくる責任 つかう責任

パートナーシップで目標を達成しよう

2 計画の位置づけ

2-1 第２次富士市観光基本計画との関係（図解）
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3 国・静岡県の動向

3-1 国の関連政策

国は2007年施行の「観光立国推進基本法」以降、観光による経済効果を国の経済基盤とする施策を
進めてきましたが、新型コロナウイルス感染症拡大により大きく後退しました。

このような中、2023年3月、観光立国の持続可能な形での復活に向け、「観光立国推進基本計画」
（2023－2025）が閣議決定されました。

これまでの計画は観光客数など「量」を増やすことを主眼に置いていましたが、本計画は「質」の向上に
よる旅行消費額の増加を目標に掲げている点が特徴であると言えます。

出典 観光立国推進基本計画／令和5年3月31日 閣議決定〔加工〕

■ 2025年目標（質の向上を強調し、人数に依存しない指標を中心に設定）

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り

地域づくりの体制整備 ①持続可能な観光地域づくりに取り組む地域数【新】 …100地域

インバウンド回復

②訪日外国人旅行消費額単価【新】

③訪日外国人旅行者1人当たり地方部宿泊数【新】

④訪日外国人旅行者数

⑤日本人の海外旅行者数

⑥国際会議の開催件数割合

…20万円／人

…2泊

…2019年水準超え

…2019年水準超え

…アジア最大・3割以上

国内交流拡大
⑦日本人の地方部延べ宿泊者数

⑧国内旅行消費額

…3.2億人泊

…22兆円

成果指標 目標値（2025年） ２０２０年

・観光交流客数

・宿泊客数

・外国人宿泊者数

・県内旅行消費額

1億7,000万人

2,200万人泊

300万人泊

8,000億円

8,348万人

1,083万人泊

 27万人泊

4,336億円

7

3-2 静岡県の観光施策方針

静岡県は、観光分野における基本計画として、2022年度から2025年度までの4年間を計画期間とす
る「静岡県観光基本計画」を策定しました。
本計画は、長期的な展望を視野に入れつつ、誰もが幸せを感じられる観光地域づくりを推進し、「心の

豊かさ」と「持続可能な地域社会」の実現を「基本理念」として掲げています。

出典 静岡県観光基本計画／2022→2025年度〔加工〕

本計画では、基本理念の実現に向け、「基本方針」と「成果指標・目標値」が掲げられています。

 ＜基本方針１＞ しずおかの魅力で幸せと感動を呼ぶ観光サービスの創出

 ＜基本方針２＞ 将来にわたる経済発展に向けた来訪者の受入れ体制の強化

 ＜基本方針３＞ 訪れる人と迎える地域の満足度を高める観光DXの促進

誰もが幸せを感じられる観光地域づくりによる
「心の豊かさ」と「持続可能な地域社会」の実現

基本理念

成
果
指
標
・目
標
値
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４ 計画の期間・策定のポイント

４-1 計画期間

４-2 計画策定のポイント

計画期間は、市の最上位計画である「第六次富士市総合計画（2022－2031）」の計画期間に合わせ

るため、令和7（2025）年度から令和13年度（2031）年度までの7年間とします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R13 
2031 

R12 
2030 

R11 
2029 

R10 
2028 

R9 
2027 

R8 
2026 

R7 
2025 

R6 
2024 

R5 
2023 

R4 
2022 

第六次 富士市総合計画 

（2022－2031） 

第２次 富士市観光基本計画 

令和 7（2025）～13（2031）年度 

● 「第六次富士市総合計画」

基本目標6

政策分野❶観光 に掲げる「将来のまちの姿」…

「富士山」の魅力が最大限に活用され観光交流が進むまち を目指します。

● 現状調査（インターネット・事業者へのヒアリング調査）を実施して、富士市の観光に関するデータを

収集し、課題の立案に向けた糸口とします。

● 第六次富士市総合計画で掲げる「3つの柱」

1 富士山活用の推進

2 観光資源の活用

3 観光インフラの整備

を踏襲した（受け継いだ）計画として策定します。

● 総花的な計画から脱却し、計画の構成自体に戦略性・ストーリー性を持たせ、メリハリを付けた上で、

     ロジックツリーで論理的に整理します。

● 「基本方針」→「目標」→「目標を達成するための施策」の3層構造とし、「目標」ごとに「数値目標 

（KPI）」を設定します。

● 目標を達成するための具体的なプロセスやロードマップを示す「アクションプラン」としての役割も

兼ね備えた「実効性のある計画」として策定します。

9
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５ 富士市の観光スポット 観光パンフレット～ 24stories in Fuji City ～より

富士山と海と人がつくる富士物語。

富士山と、紺碧の海と、雪解けの清流と…

ここでしか出会えない風景が、人が、時間がつくりだす

富士市をめぐる、豊かな物語

その主人公は、このまちを旅するあなたです

Story 20

岩本山物語

四季折々の花を楽しんでほしい

Story 19

岩本山公園

實相寺

Story 24

大地を耕す物語

富士の土地と共に育む旬の味

Story 10

大淵笹場

大淵笹場

Story 11

富士山かぐや姫ミュージアム

広見公園

Story 18

龍巌淵の桜

曽我寺

Story 22

大観覧車フジスカイビュー

道の駅富士川楽座

Story 17

雁堤投げ松明

雁堤

Story 21

富士川歴史街道

小林本陣常盤邸

Story 23

道の駅富士

富士川緑地

Story 01

ばらのある風景

中央公園

Story 02

吉原祇園祭

吉原祇園祭

Story 06

レンタサイクル

富士市サイクルステーションふじクル

Story 09

富士山こどもの国

富士山こどもの国

Story 16

須津川渓谷

富士バンジー

Story 12

かぐや姫物語

富士市の魅力を伝えていきたい

Story 14

夜景電車

岳南電車

Story 15

新幹線とレンゲ畑

浮島ケ原自然公園

Story 05

毘沙門天大祭

香久山妙法寺（毘沙門天）

Story 04

富士山登山ルート3776

富士塚

Story 07

田子の浦港

田子の浦港 漁協食堂

Story 08

田子の浦物語

しらすは田子の浦がくれた恵

Story 03

富士山ドラゴンタワー

ふじのくに田子の浦みなと公園

Story 13

泉の郷湧水公園

医王寺

11

観光パンフレット「24stories in Fuji City」は、
こちらから閲覧・ダウンロードすることができます。
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第２次 富士市観光基本計画

13



1 第２次富士市観光基本計画の全体像

14 15
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2 現状調査

● 調査対象：首都圏（東京都・神奈川県）、愛知県在住の一般男女20歳以上
● 調査手法：インターネット調査 ※登録モニターを使ったWeb調査
● 質問数： 20問
● 回収数： 1,000サンプル

■ 調査仕様

（割付）
24セル

東京都・神奈川県 愛知県

計富士市
来訪経験あり

富士市
来訪経験なし

富士市
来訪経験あり

富士市
来訪経験なし

男性

20～34歳 41～42 41～42 41～42 41～42 166～167

35～49歳 41～42 41～42 41～42 41～42 166～167

50歳以上 41～42 41～42 41～42 41～42 166～167

女性

20～34歳 41～42 41～42 41～42 41～42 166～167

35～49歳 41～42 41～42 41～42 41～42 166～167

50歳以上 41～42 41～42 41～42 41～42 166～167

計 （人数） 250 250 250 250 1,000

※ 富士市への来訪有無別、エリア別、性・年齢別の分析を想定した回収設計としました。

Q1 あなたは富士市にどのようなイメージをお持ちですか。どのようなことでも結構ですので、ご自由
にお答えください。

自由回答による富士市のイメージのキーワードは「富士山」（６１３件）が圧倒的であり、次いで「何もな
い」（１２３件）、「自然、温暖、景色、緑豊か」（１１１件）の順となりました。

2-1 インターネット調査

（単位：件）

613

123 111
80 71 62 45 34 31

0

100

200

300

400

500

600

700

富
士
山

な
に
も
な
い

自
然
、
温
暖
、
景
色
、
緑
豊
か

き
れ
い
（
山
、
空
気
、
自
然
、
街
な

ど
）

(

富
士
山
の)

ふ
も
と
、
麓
、
玄
関

口
、
お
膝
元
、
近
い

工
場
・
工
業
・
製
紙
・
パ
ル
プ

焼
き
そ
ば

食
べ
物
（
お
茶
、
し
ら
す
、
海
の

幸
等
）

水

Q1 富士市のイメージ（自由回答）
（単位：件）
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Q2 あなたは、下記に挙げる静岡県の市町にそれぞれどのようなイメージをお持ちですか。
（複数回答可）

来訪経験の有無にかかわらず、富士市は特に「富士山がきれいに見える」（51.1％）、「観光のまち」
（39.3％）といったイメージが強くなっています。

他市と比較しても、富士市のイメージは「観光のまち」「富士山がきれいに見える」が高くなっています。その
他の市において特徴的なのが「ショッピングが楽しめる」が御殿場市（55.8％）で、「食べ物がおいしい、グ
ルメ」が沼津市（47.3％）、「浜松市」（39.5％）、「富士宮市」（35.2％）の順で高くなっています。

39.3

26.4 27.5

21.9

25.9

18.0

27.8

11.6

35.2

47.3

16.8
13.8

16.7

39.5

4.7 4.9
8.3

5.3

55.8

12.0 11.3

51.1

33.2

13.1 14.6

23.3

12.7

5.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

富士市 富士宮市 沼津市 三島市 御殿場市 静岡市 浜松市

静岡県市町のイメージ（複数回答 n=1,000  単位＝%）

観光のまち 産業のまち 住みやすそう

活気がある・にぎわいがある 風情がある 食べ物がおいしい・グルメが楽しめる

ショッピングが楽しめる アウトドアが楽しめる 話題のスポット・ユニークなスポットがある

街並み・景観がきれい 富士山がきれいに見える 市内を周遊して楽しめる・一日中楽しめる

子どもが楽しめる 泊りで行きたい アクセスしやすい

その他 よく知らない

富士市
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Q3 富士市のスポット、施設、名産などについてあなたが知っているものをお知らせください。

認知率については、【道の駅 富士川楽座（東名富士川SA）】（24.0%）が最も高く、【田子の浦港】
（21.5％）、【フジスカイビュー（東名富士川SAの大観覧車）】（17.8％）、【富士山こどもの国】、【道の駅 富
士（国道1号）】などが続きました。

Q4 富士市のスポット、施設、名産などについて、あなたが実際に行ったことのある、または利用・購入した
ことのあるものをお知らせください。

経験値については、「道の駅 富士川楽座（東名富士川SA）」（20.0%）が第1位、次いで「道の駅 富士（国
道1号）」（11.2%）、「富士山こどもの国」（9.2%）の順となりました。

１. 富士山かぐや姫ミュージアム
2. 富士山こどもの国

3. 岩本山公園
4. 広見公園

5. ふじのくに田子の浦みなと公園
6. 丸火自然公園

7. 野田山健康緑地公園 富士川キャンプ場
8. 田子の浦港

9. 道の駅 富士川楽座（東名富士川SA）
10. 道の駅 富士（国道1号）

11. フジスカイビュー（東名富士川SAの大観覧車）
12. 富士山夢の大橋

13. 岳南電車
14. 工場夜景
15. 大淵笹場

16. 龍巌淵の桜
17. 須津川渓谷・大棚の滝

18. 富士バンジー
19. 富士まつり
20. 吉原祇園祭

21. 毘沙門天大祭
22. 田子の浦しらす

23. 富士のお茶
24. 富士のほうじ茶

25. 富士のブルーベリー
26. 富士梨

27. 富士つけナポリタン
28. FUJI & SUN

29. 富士山女子駅伝
30. 富士山サイクルロードレース

31. Mt.FUJI 100（トレイルランニング）
32. ふじかわキウイマラソン

33. その他
34. １つもない
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17.7 
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4.0 

6.1 

5.7 

4.7 

21.5 

24.0 

17.3 

17.8 

7.1 

9.9 

10.8 

2.2 

3.2 

3.7 

4.4 

10.8 

4.0 

3.9 

12.4 

16.8 

6.2 

5.8 

5.2 

5.1 

4.1 

9.0 

5.5 

4.5 

2.1 

0.1 

40.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

富士山かぐや姫ミュージアム

岩本山公園

ふじのくに田子の浦みなと公園

野田山健康緑地公園 富士川キャンプ場

道の駅 富士川楽座（東名富士川SA）

フジスカイビュー（東名富士川SAの大観覧車）

岳南電車

大淵笹場

須津川渓谷・大棚の滝

富士まつり

毘沙門天大祭

富士のお茶

富士のブルーベリー

富士つけナポリタン

富士山女子駅伝

Mt.FUJI 100（トレイルランニング）

その他

Q３ 富士市の認知スポット（n=1,000、単位＝％）

１. 富士山かぐや姫ミュージアム
2. 富士山こどもの国

3. 岩本山公園
4. 広見公園

5. ふじのくに田子の浦みなと公園
6. 丸火自然公園

7. 野田山健康緑地公園 富士川キャンプ場
8. 田子の浦港

9. 道の駅 富士川楽座（東名富士川SA）
10. 道の駅 富士（国道1号）

11. フジスカイビュー（東名富士川SAの大観覧車）
12. 富士山夢の大橋

13. 岳南電車
14. 工場夜景
15. 大淵笹場

16. 龍巌淵の桜
17. 須津川渓谷・大棚の滝

18. 富士バンジー
19. 富士まつり
20. 吉原祇園祭

21. 毘沙門天大祭
22. 田子の浦しらす

23. 富士のお茶
24. 富士のほうじ茶

25. 富士のブルーベリー
26. 富士梨

27. 富士つけナポリタン
28. FUJI & SUN

29. 富士山女子駅伝
30. 富士山サイクルロードレース

31. Mt.FUJI 100（トレイルランニング）
32. ふじかわキウイマラソン

33. その他
34. １つもない

Q4.経験したことがある富士市のスポット（％）
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Q5 「あなたが直近で行った旅行では、どのような点を重視しましたか。（複数回答可）」

【インターネット調査結果のまとめ】

⚫ 本市のイメージとして、「富士山がきれいに見える」ことへのイメージが強いことが分かりました。
⚫ 観光客が求めるものは、「食を楽しむことができる」「宿でのんびりすること」「絶景を楽しむこと」が

挙げられています。
⚫ 本市の観光スポット・名産の認知度として、道の駅 富士川楽座や田子の浦港が挙げられる一方で、

「１つもない」が最も高い割合になり、加えて本市の観光スポット・名産の経験値も同様に、「１つもな
い」が高い割合を占めることから、各観光資源に対する認知度向上の余地があります。

・来訪経験ありなしごとの上位
全
体

食
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

温
泉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

宿
で
の
ん
び
り
で
き
る

歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
（
史
跡
巡
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
）

聖
地
巡
り
・
ロ
ケ
地
巡
り
・
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
巡
り
が
で
き
る

絶
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

街
並
み
の
雰
囲
気
が
よ
い

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る

買
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

イ
ン
ス
タ
映
え
ス
ポ
ッ
ト
・
良
い
写
真

が
撮
れ
る

S
N

S

で
紹
介
さ
れ
て
い
る

テ
レ
ビ
・雑
誌
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
で
き
る

ア
ク
セ
ス
が
し
や
す
い
・
旅
行
先
ま
で

の
移
動
時
間
が
短
い

宿
泊
施
設
が
充
実
し
て
い
る

交
通
機
関
が
充
実
し
て
い
る
（
旅
行
先

で
の
移
動
が
し
や
す
い
）

そ
の
他

全体
919 598 370 338 182 115 338 189 137 171 98 50 55 155 203 159 123 20

％ 65.1 40.3 36.8 19.8 12.5 36.8 20.6 14.9 18.6 10.7 5.4 6.0 16.9 22.1 17.3 13.4 2.2

【来訪経験あり】
全体計

494 309 193 175 104 74 213 110 91 107 72 38 38 90 120 81 58 6

％ 62.6% 39.1% 35.4% 21.1% 15.0% 43.1% 22.3% 18.4% 21.7% 14.6% 7.7% 7.7% 18.2% 24.3% 16.4% 11.7% 1.2%

【来訪経験なし】
全体計

425 289 177 163 78 41 125 79 46 64 26 12 17 65 83 78 65 14

％ 68.0% 41.6% 38.4% 18.4% 9.6% 29.4% 18.6% 10.8% 15.1% 6.1% 2.8% 4.0% 15.3% 19.5% 18.4% 15.3% 3.3%

・性別ごとの上位

全体
919 598 370 338 182 115 338 189 137 171 98 50 55 155 203 159 123 20

％ 65.1 40.3 36.8 19.8 12.5 36.8 20.6 14.9 18.6 10.7 5.4 6.0 16.9 22.1 17.3 13.4 2.2

男性
456 287 183 167 101 59 161 96 72 66 45 32 28 66 96 75 59 12

％ 62.9% 40.1% 36.6% 22.1% 12.9% 35.3% 21.1% 15.8% 14.5% 9.9% 7.0% 6.1% 14.5% 21.1% 16.4% 12.9% 2.6%

女性
463 311 187 171 81 56 177 93 65 105 53 18 27 89 107 84 64 8

％ 67.2% 40.4% 36.9% 17.5% 12.1% 38.2% 20.1% 14.0% 22.7% 11.4% 3.9% 5.8% 19.2% 23.1% 18.1% 13.8% 1.7%

・年代ごとの上位

全体
919 598 370 338 182 115 338 189 137 171 98 50 55 155 203 159 123 20

％ 65.1 40.3 36.8 19.8 12.5 36.8 20.6 14.9 18.6 10.7 5.4 6.0 16.9 22.1 17.3 13.4 2.2

20～34歳
312 207 132 134 56 57 116 87 65 75 42 26 25 61 62 54 49 2

％ 66.3% 42.3% 42.9% 17.9% 18.3% 37.2% 27.9% 20.8% 24.0% 13.5% 8.3% 8.0% 19.6% 19.9% 17.3% 15.7% 0.6%

35～49歳
313 211 130 112 63 35 107 65 51 53 31 19 17 75 84 57 39 7

％ 67.4% 41.5% 35.8% 20.1% 11.2% 34.2% 20.8% 16.3% 16.9% 9.9% 6.1% 5.4% 24.0% 26.8% 18.2% 12.5% 2.2%

50歳以上
294 180 108 92 63 23 115 37 21 43 25 5 13 19 57 48 35 11

％ 61.2% 36.7% 31.3% 21.4% 7.8% 39.1% 12.6% 7.1% 14.6% 8.5% 1.7% 4.4% 6.5% 19.4% 16.3% 11.9% 3.7%

属性ごとに集計を行った結果、「食を楽しむことができる」が全ての属性において１位となった。その他
の項目では、「温泉を楽しむことができる」「宿でのんびりできる」「絶景を楽しむことができる」が上位と
なりました。
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● 調査対象：観光分野に携わる事業者 １12事業者
・宿泊施設
・富士山観光交流ビューロー会員

● 調査手法：アンケート調査票を郵送、FAX・WEB回答の２パターン
● 質問数： ９問
● 回答件数： 74件 （回収率：66.1％）

■ 調査仕様

Q1 あなたは、下記に挙げる静岡県の市町にそれぞれどのようなイメージをお持ちですか。
（複数回答可）

【各市町のイメージ】

➢ 富士市は、富士山がきれいに見える産業のまち。アクセスもしやすい

➢ 富士宮市は、アウトドアが楽しめ、富士山がきれいに見える観光のまち

➢ 沼津市は、グルメが楽しめる、話題のユニークなスポットがあるまち

➢ 三島市は、風情があり、住みやすそうで、街並み・景観がきれいなまち

➢ 御殿場市は、ショッピング、アウトドアが楽しめ、富士山がきれいに見えるまち

➢ 静岡市は、ショッピングが楽しめ、活気があり、賑わいがある、アクセスのよいまち

➢ 浜松市は、活気・賑わいがある、泊まりで行きたい産業のまち。グルメも楽しめそう

2-2 市内事業者へのヒアリング調査

観
光
の
ま
ち

産
業
の
ま
ち

住
み
や
す
そ
う

活
気
が
あ
る
・
賑
わ
い
が
あ
る

風
情
が
あ
る

グ
ル
メ
が
楽
し
め
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
る

ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し
め
る

話
題
・ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る

街
並
み
・
景
観
が
き
れ
い

富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
る

市
内
を
周
遊
し
て
一
日
中
楽
し
め
る

子
ど
も
が
楽
し
め
る

泊
ま
り
で
行
き
た
い

ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

よ
く
知
ら
な
い

計

（
件
数
）

富士市 5 39 17 4 5 7 1 5 4 5 60 1 6 1 26 4 190

富士宮市 41 1 7 0 20 13 2 54 11 10 39 14 26 7 2 2 249

沼津市 8 4 8 5 5 27 5 1 19 1 8 6 7 3 7 11 125

三島市 21 0 31 12 35 24 2 2 16 28 7 12 7 2 25 8 232

御殿場市 19 1 3 8 8 10 29 29 17 7 20 11 15 18 7 9 211

静岡市 3 8 24 41 2 21 51 1 8 15 3 20 12 6 37 4 256

浜松市 11 40 10 28 4 24 16 5 12 3 0 17 17 28 18 21 254

計 108 93 100 98 79 126 106 97 87 69 137 81 90 65 122 59 1,517
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Q２  富士市のスポット、施設、名産などについてあなたが「富士市の良い部分・誇れるもの」と
 感じるものを選択してください。（複数回答可）

富士市の誇れるもの」と感じる最高得票は、名産品の「田子の浦しらす」（44）でした。
次いで特産品では、「富士のお茶」（24）、「富士梨」（20）となり特産品TOP3となりました。

スポット、施設、コト（イベント等）では、「道の駅 富士川楽座」（39）、「毘沙門天大祭」（37）、「富士山女
子駅伝」（34）、「吉原祇園祭」（33）、「岩本山公園」（32）などが上位を占めました。

【インターネット調査との回答の差】

市内事業者・県外在住者の両者ともに「道の駅 富士川楽座」「田子の浦港」は、上位を占めた一方で、
市内事業者は「田子の浦しらす」「毘沙門天大祭」「富士山女子駅伝」が上位だったが、県外在住者の認
知度割合は低い結果となりました。

そのため、田子の浦港の観光スポットとしての認知度はあるものの、観光資源である「しらす」とのイ
メージが連動していない事が分かります。
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富士川キャンプ場

8. 田子の浦港

9. 道の駅 富士川楽座

（東名富士川SA）

10. 道の駅 富士（国道1号）

11. フジスカイビュー

（東名富士川SAの大観覧車）

12. 富士山夢の大橋

13. 岳南電車

14. 工場夜景

15. 大淵笹場

16. 龍巌淵の桜

17. 須津川渓谷・大棚の滝

18. 富士バンジー

19. 富士まつり

20. 吉原祇園祭

21. 毘沙門天大祭

22. 田子の浦しらす

23. 富士のお茶

24. 富士のほうじ茶
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28. FUJI & SUN
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30. 富士山サイクルロードレース

31. Mt.FUJI 100

（トレイルランニング）

32. ふじかわキウイマラソン

33. その他

34. １つもない
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2. 富士山こどもの国
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9. 道の駅 富士川楽座（東名富士川SA）

10. 道の駅 富士（国道1号）
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12. 富士山夢の大橋
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14. 工場夜景

15. 大淵笹場

16. 龍巌淵の桜
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19. 富士まつり
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26. 富士梨

27. 富士つけナポリタン

28. FUJI & SUN

29. 富士山女子駅伝

30. 富士山サイクルロードレース

31. Mt.FUJI 100（トレイルランニング）

32. ふじかわキウイマラソン

33. その他

34. １つもない
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2-3  調査業務結果と総括

【インターネット調査】

⚫ 本市のイメージとして、「富士山がきれいに見
える」ことへのイメージが強い。

⚫ 市内の宿泊者属性として、県内、東京都、愛知
県、神奈川県からの宿泊者が多い。

⚫ 国内人流データを見ると、市内への来訪者属
性として、県内在住者が９割を占める。

⚫ 本市を訪れる外国人観光客は、増加傾向にあ
り、国籍別では韓国・台湾・中国の順に多い。

⚫ 観光客が求めるものは、「食を楽しむことがで
きる」「宿でのんびりすること」「絶景を楽しむこ
と」。

【市内事業者への聞き取り調査】

⚫ 本市のイメージは、富士山がきれい見える産業
のまち。アクセス面も便利に感じる。

⚫ 本市の観光資源において良い部分・誇れるも
のと感じるものについて上位３位は、「田子の
浦しらす」「毘沙門天大祭」「道の駅 富士川楽
座」である。

⚫ 観光客の問合せは、市内の観光スポット情報、
グルメ情報、アクセス情報に関するものが多い。

⚫ 観光に求めるものは、「施設・交通環境の整備」
「賑わいの創出」「市のプロモーション・認識度
の拡大」。

Q３ 今回の富士市観光基本計画を策定するにあたって、市に期待する・要望することをご記入くださ
        い（自由回答）

施設の整備、拡充

➢ 新富士駅南口ロータリー駐車場の混雑が危ない。広く整備してほしい。

➢ 富士山を眺める場所の提供（良い眺め、駐車場、食事処、お土産ものなどが通年営業している）。

➢ 市内を公共バスで観光できるようにして欲しい（バスの本数が少ない）。

➢ 駅から観光施設→観光施設へとつなぐ移動手段がないとどこにも行けない。その手段を考えてほし
い。

➢ 観光客を呼び込むためには駐車場と公共交通機関の整備が必要不可欠ではないかと思う。

➢ 世界遺産の富士山をはじめ、その多種多様な価値観や多様性の観光スポットと、大淵の総合体育館
や周囲のスポーツ施設、富士川緑地、再整備事業計画の完成と共にスポーツ観光地としてのレベル
アップに期待している。

➢ せっかくの富士山の景観をいろいろな場所で楽しめるよう、ぜひ循環交通網を充実させていただき
たい。岩本山公園の駐車場スペース確保の見直し（１台が狭いし、桜の時期の渋滞対応）

➢ 新東名、新富士IC周辺の開発に期待している。

➢ 富士市という地名の発信力を高めて欲しい。

➢ メディアで発信する際には、「富士市」という固有名称を使用して欲しい。

➢ 観光客向けに『富士山見えるポイントマップ；表』、そこに行くための『公共交通機関のマップ；裏』を作
成したら案内しやすくなると思う。

➢ SNS等を利用したプロモーションの強化をしてほしい。

➢ 富士駅前は、夜だけは飲食店、飲み屋でにぎわっている。駅直結コンビニ、スーパー、ドラッグストア
があれば良いと思う。

➢ 市全体を観光を通じてもっと活気づけてほしい。

➢ 富士市に住む幸せを感じられる毎日を過ごしたい。

本市のPR、認識度合いの向上

本市の賑わい

3 前計画の検証

⚫ 前計画は、平成27年度から令和６年度までの10年間を計画期間とし、前期の５年で見直しを行いました。
改定後の５年間（令和２年度～令和６年度）については、以下の7施策、34事業を展開してきました。

⚫ 次頁から、各施策の主な実績についてまとめました。

世界遺産

「富士山」を

最大限活用した

観光振興

基本コンセプト

１．産業資源の活用

２．富士山の眺望と文化の活用

３．おもてなしの推進

４．歴史・自然の活用

５．スポーツ交流の推進

６．観光インフラの整備

７．広域連携の強化

• 田子の浦港や富士山しらす街道の活性化
• 観光農園の活用
• 地元特産品のPR強化
• 工場夜景の活用
• 紙のまちの情報発信
• 岳南電車の活用

• 写真コンテストの活用
• 富士山ビュースポットの活用
• 茶畑保存による景観保全
• 富士山かぐや姫ミュージアム（市立博物館）と

広見公園の活用
• 富士山登山ルート3776の活用とPR

• まちの駅・観光ボランティアガイド等の充実
• 外国人対応の充実
• 富士山観光交流ビューローによる情報発信と

観光案内機能の充実
• コンベンション（MICE）の誘致

• 岩本山・かりがね堤の活用
• 歴史公園・自然公園の活用
• 富士川・松野地区等の文化財の活用
• 須津川渓谷の活用
• 湧水資源の活用
• 市内のまつり等のPR

• 官民で連携したスポーツイベント・スポーツ合
宿の誘致

• スポーツ施設の整備・活用
• サイクルツーリズムの推進

• 観光スポットでの受入環境の向上
• 田子の浦港の賑わいづくり
• 富士山の見える産業観光拠点の形成
• 主要観光スポットへのアクセス向上
• 道の駅の計画的な施設改修と活用
• ICTの活用
• 観光案内板の整備等

• 富士地域(富士市・富士宮市)の連携強化
• 静岡県及び他市町村との連携
• 富士山静岡空港を活用した富士山の観光振

興の推進

＜施策＞ ＜事業＞
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3-1 前計画の施策内容と評価

【基本コンセプトと将来目標】

1.産業資源の活用

⚫ 地理的表示（ＧＩ）保護制度に登録されている「田子の浦しらす」を観光資源と捉え、田子の浦港や富士
山しらす街道の活性化を進めました。田子の浦港漁協食堂の来場者数は、6万人前後で推移しており、
賑わいをもたらしていいます。

⚫ ブルーベリー狩り、さつまいも堀りなどの観光農園活用の取り組みを行いました。
⚫ 全国工場夜景都市協議会に加盟し、「全国工場夜景サミット」に参加しPRするなど、工場夜景の認知

向上に取り組みました。
⚫ ふるさと納税返礼品の件数が顕著な伸びを見せ、特産品のPRに貢献しています。
⚫ 「夜景電車（名月電車）」の開催支援など岳南鉄道の観光活用を進めています。

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

観光交流客数 6,731,497 6,585,477 5,097,972 5,238,742 6,148,338 6,728,347

宿泊客数 579,578 551,420 385,135 467,210 579,904 657,454

【観光交流客数の推移について】

3-2 各施策の主な実績
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世界遺産「富士山」を最大活用した観光振興

令和６年度 観光交流客数７５０万人

基本コンセプト

将来目標
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2.富士山の眺望と文化の活用

⚫ 富士山百景写真コンテストの応募点数は、オンライン応募に変更した令和3年度に2,650件に達し、
令和5年度も3,665件と過去最高になりました。

⚫ 富士山登山ルート3776の達成者数は、令和元年まで順調な伸びを見せていましたが、令和2，3年
度は新型コロナウイルス蔓延の影響を直に受けました。その後、令和4年度には令和元年度並みまで
回復、令和5年度には前年度の倍以上である過去最高の1,316人となりました。

3.おもてなしの推進

⚫ 富士山観光交流ビューローによるツアー誘客では、田子の浦しらす、龍巌淵の桜、大淵笹場茶畑、岳
南電車が人気で、令和3年度から令和4年度にかけてコロナ禍が明け、いずれも大幅に増加しました。
令和5年においては、岳南電車以外のツアーは、更に来訪者が急増しました。

⚫ 富士市コンベンション等開催事業補助金を活用した宿泊について、令和4年度からは「合宿」も補助対
象に加えたことも影響し、令和5年度の宿泊数は前年度宿泊数の1.5倍：18,893泊に達しました。
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4.歴史・自然の活用

⚫ 富士山と岩本山公園の眺望を活用したイベント「絶景★富士山 まるごと岩本山」の来場数は、令和元
年以降8万人台を維持しています。

⚫ 平成28年度から「バンジージャンプ事業」による須津川渓谷の効果的活用を進めました。
平成30年度からは、ナイトバンジーの開催に合わせた大棚の滝ライトアップを行っています。

5.スポーツ交流の推進

6.観光インフラの整備

7.広域連携の強化

⚫ 「富士山女子駅伝」の継続開催に加え、「Mt.Fuji100」などのスポーツイベントや「東京オリンピック」
などのスポーツ合宿の誘致を行いました。

⚫ 新富士駅観光案内所へのE-BIKEの設置、サイクルステーション「ふじクル」の開設、富士山サイクル
ロードレースの開催など、サイクルツーリズムを推進しています。

⚫ 龍巌淵への仮設トイレと観覧エリア設置や、富士山夢の大橋周辺に自家用普通車用駐車場を整備す
るなど観光スポットの受入環境の向上策を進めました。

⚫ 毘沙門天大祭、まるごと岩本山開催期間の無料シャトルバス運行や、コロナ禍においてはタクシーを
利用したマイクロツーリズム推進補助金の活用など、観光スポットへのアクセス向上策を進めました。

⚫ 富士山登山ルート3776事業における デジタルマーケティングの実施、道の駅富士川楽座・道の駅
富士専用アプリの運用開始などICTを活用した取組を行いました。

⚫ 道の駅や市内観光看板の計画的な施設改修と活用を継続して行っています。

⚫ 県の観光協会や関係する協議会が開催する観光展に出展しました。
⚫ 県の海外事務所と連携し、海外の観光展への出展やエージェントセールスを実施しました。
⚫ 静岡県が主導したアニメ『ゆるキャン△ SEASON2』放送に伴う観光PR 企画に協力しました。
⚫ 静岡県に縁のある大河ドラマの放送期間において、県と連携しPR事業に協力しました。

3-3 前計画の総括

■ 前計画の取組から見えてきた効果と課題

⚫ 基本コンセプト『世界遺産「富士山」を最大限活用した観光振興』に基づき、事業を推進してきました。
本市の特徴である「工場夜景」や「富士山登山ルート３７７６」などを観光資源として捉え、継続してプ
ロモーションを行いました。

⚫ この間、新型コロナウイルス感染症の影響を受けたものの、コンベンション等開催事業補助金を利用
したスポーツ合宿の増加などにより、令和５年度で、将来目標の「観光交流客数750万人」に対し、約
90％（約673万人）を達成できました。

⚫ 一方課題としては、観光客の宿泊割合が低く、「富士山を見るだけ」の通過型の観光地となっており、
滞在時間と消費を拡大する必要があることが明らかになりました。

⚫ また、各施策の数値目標を設定していなかったことから、効果検証が十分に行えていませんでした。
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４ SWOT 分析

本市の観光の市場環境を、市の特性となる「強み（Strength）」「弱み（Weakness）」、社会経済情勢

や生活者や近隣エリアといった外部要因による「機会（Opportunity）」「脅威（Threat）」に分類し、観

光施策の方向性を検討するための「SWOT 分析」を行いました。

本市の強みと機会を活かすには、ターゲットを明確化し、魅力的なコンテンツを提供することが求めら

れます。一方で、市として解決すべき課題や外的脅威となる問題点も存在しており、それぞれの現状を

的確に把握することが必要です。

各取組に目標を連携させて優先順位をつけることで、本市の特色を明確に見出していきます。

⚫ 富士山以外の市内観光スポットの認知度が低
い

⚫ 市内観光スポットへの回遊性が乏しい

⚫ 市内来訪者の市内滞在中の消費額が少ない

⚫ 観光に関する情報発信が、現在のニーズや仕様
に対応できていない

⚫ 世界文化遺産に登録されている富士山の景
観、観光資源を有している

⚫ 交通インフラが整っている （東海道新幹線：
新富士駅、JR東海道本線：富士駅、東名高速
道路： 富士IC、富士川スマートIC、新東名高
速道路：新富士IC）

⚫ スポーツ団体が合宿できる競技施設や宿泊施
設が整備されており、大会やイベントを定期
開催している

⚫ 製紙業、農業、漁業など、市内でさまざまな産
業が展開されている

強み （Strength） 弱み （Weakness）

富士市の持つ『内的要因』

⚫ 近隣する市町の観光スポットの整備が進み、
リニューアルオープンしている

⚫ 山梨県側の富士山登山観光の整備・PRによ
り、富士山登山観光のイメージが先行されて
いる

⚫ 市内観光事業者数が減少・空洞化している

⚫ 外国人観光客増加により、オーバーツーリズ
ムが顕在化し、市民の生活に悪影響が出てい
る

⚫ 市内来訪者数・宿泊者数がコロナ禍前の水準
へ回復している

⚫ 国や県が観光に関する施策を積極的に打ち
出しており、サポート・財源に係る支援内容が
充実している

⚫ 富士市総合体育館の完成を転機としたスポー
ツ大会・イベントの開催数増加が見込まれる

⚫ 全国的な外国人観光客増加を受けて、本市へ
の外国人観光客数が増加している

機会 （Opportunity） 脅威 （Threat）

社会経済情勢などの『外的要因』

４-1 SWOT分析（富士市の強みと弱み、その外的要因）




